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研究成果の概要（和文）：　本研究では、社会性やコミュニケーションの障害を特徴とするギーク症候群（発達
障害）の大学における実態を日本とフィリピン共和国を中心に調査し、ギーク症候群的気質を考慮したカリキュ
ラム開発の妥当性を示した。特に英語によるコミュニケーション能力開発が求められる理工系学生においては、
基礎数学や科学分野の材料を使用した理工系ESP(English for Specific Purposes)が有効であることを提言し
た。
　本研究は、才能と障害の連続性を啓蒙し、多様性を尊重するインクルーシブ教育の理念と大学の統一カリキュ
ラムとの間に乖離が存在することを指摘すると共に、その一対策を提示することに貢献した。

研究成果の概要（英文）：   This research has investigated developmental disorders (referred to as 
Geek syndrome) and its related issues in universities in Japan and the Philippines. The result has 
shown that the students’ temperamental tendencies constitute an adequate element for curriculum 
development especially of communication-related subjects. Given that the student population in 
science and technology are most expected to develop effective communication skills using English, 
the research has suggested that ESP (English for Specific Purposes), using materials of basic 
mathematics and science, would be most appropriate. 
   The research has raised the awareness of the continuum nature of abilities and disabilities, as 
well as the awareness of the dissociation  between the notion of inclusive education and the unified
 curriculum in universities. It offered fundamental data for exploring possible solutions filling in
 the disclosed gap.

研究分野： 人文学
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１．研究開始当初の背景 

発達性ディスレクシアを中心とする LD(学
習障害)や ADHD(注意欠陥多動性障害)、また、
高機能自閉症やアスペルガー症候群は、必ず
しも知的障害を伴わないものの、いずれも中
枢神経系に何らかの要因による機能不全が
あると推定され、身体障害、知的障害に加え
て第三の障害（広汎性発達障害/自閉症スペ
クトラム障害）としての認知が進んできた。
義務教育界においては、平成 14 年と平成 24
年に文科省による「教師の目から見た実態調
査」が実施され、通常学級に在籍する支援対
象児童生徒の割合はそれぞれ 6.3％、6.5％と
報告されている[1][2]。英語圏においては LD
児だけでその数値が 15％～20％にも及ぶと
いう報告もあり、日本における潜在的な数値
も 6％代を超えるものと推定される。この推
計値は指導上の困難を示したものであり、発
達障害の出現率とは異なることに注意を要
するが、教育上の参考値としては有効であっ
た。 

1980年以降，自閉症を中心とする社会性の
発達障害は，国際的基準によって広汎性発達
障害(PSD)に位置づけられていた。その後、
新しい国際診断基準により，非定型な症状を
示す症例が自閉症と同じスペクトルに含め
られることになり，自閉性障害，アスペルガ
ー症候群，及び特定不能の広汎性発達障害が
一括りの臨床単位として自閉症スペクトラ
ム障害(ASD: Autism Spectrum Disorders)と
総称されることになった[3][4]。 

統計的には自閉症の頻度は増加の傾向を
辿っている。これには診断概念の拡大や診断
技術の向上等が影響していることは否めず、
頻度調査の数値の解釈には注意を要するが、
特に 1990 年代以降，自閉症の頻度増加は世
界的な傾向であるとする見解が一般化しつ
つあることも事実であった。 

ギーク症候群とは、自閉症スペクトラム上
の神経学的な状態を指す呼称であり、日本語
においては自閉性的傾向を意味する‘おたく
症候群’が最も近い呼称である。ギーク症候
群には社会性やコミュニケーション能力の
脆弱性に加えて，柔軟性のある思考や対応を
苦手とする想像力の脆弱性がある。その一方
で、高い集中力の伴う優秀な才能と併存する
ことも稀ではなく、とりわけ理工系分野の
人々にその傾向がみられるとする観察もあ
る[5]。「ディスレクシアや自閉症」と「数学
や建築の才能」が表裏一体である場合もある
ことを示唆する歴史上の人物伝も少なくは
なく、ギーク症候群は肯定的な意味も含蓄し
ている。日本の文化には，このような(理工
学的)気質を象徴する肯定的な呼称「職人気
質（しょくにんかたぎ）」が存在する。 

社会性やコミュニケーション能力といっ
た人間の基本的な機能の発達遅滞を特徴と
する症状は様々であり、健常者との間にはっ
きりした境界は存在しない。ASD は、自閉症
の中核群と軽症群，及びアスペルガー症候群

を連続体として捉える概念であり、「健常 vs．
障害」を「定型～非定型」の連続体で捉える
概念でもある。この連続体は広く健常者にも
適用するとの認識が高まるにつれ、ASD は稀
な病態ではなくなってきた。 

情報技術の革命的な進歩と地球規模の拡
散によって進行するグローバル化の時代は、
コミュニケーション推進主義と表裏一体の
時代でもある。殊に理工系技術者がコミュニ
ケーション能力を有することの重要性が認
識され、コミュニケーション能力を育成する
カリキュラムを高等教育に盛り込むことの
緊急性が提言されてきた[6][7][8]。しかし、
社会性やコミュニケーション能力の脆弱性
の目立つ人口が急増しつつあるといわれる
昨今の状況と整合性のある提言であるかど
うかは議論の余地があった。コミュニケーシ
ョン能力とは対極的な資質ともいえるギー
ク症候群を考慮した研究や提言は世界的に
皆無に等しく、教育支援体制も未開拓の分野
であった。大学におけるインクルーシブ教育
の実現という新時代の社会の要請に応える
ためにも、実態調査の必要性があった。 

 
２．研究の目的 

本研究は、ASD の概念を背景とした調査で
あり、臨床的な意味合いを持つものではない。
科学技術者の英語によるコミュニケーショ
ン能力の育成が緊急課題となっているが、そ
こには，臨床的な意味での発達障害の有無に
かかわらず、コミュニケーションを苦手とす
る傾向のある学習者との間に乖離が存在す
る可能性は否めない。効果的な英語教育カリ
キュラムは、学習者自身の努力では制御でき
ない気質的傾向と矛盾の少ないものでなけ
ればならない。 

この問題意識を背景に、本調査研究は、ギ
ーク症候群、コミュニケーション能力、イン
クルージョンという三大テーマを結ぶ課題
を設定し、次の６項目を主な目的として遂行
した。 
(1) ギーク症候群という新しい視点を導入

した新時代のコミュニケーション能力像
の構築に寄与する。 

(2)「定型－非定型」及び「才能－障害」の
連続体の概念の認知を促進する。 

(3) 大学を調査対象とすることにより、発達
障害学生の持てる才能を開花させること
への認知を高める。また、障害の新しい
見解と世の中に対しての啓蒙を促進する。 

(4) 統一カリキュラムが主流である現在の
大学教育に対して、学生の個々のニーズ
という多様性を尊重するインクルーシブ
教育の具現化の一例を、コミュニケーシ
ョン関連科目を通して呈示する。 

(5) 大学の取り組む FD に「発達障害学生へ
の対応」という観点を明確に導入し、定
着させる。 

(6) 調査を先進国と途上国で展開すること
により、研究結果の普遍性を高める。 



３．研究の方法 

本調査研究は、大学生の気質的傾向(自閉
性)、嗜好科目、さらに批判的思考力(critical 

thinking)や自己効力感(self-efficacy)、また自
己制御姿勢(regulatory mode)等の観点から
多角的・総合的に学生群の特徴が把握・理解
できる様、アンケート調査票をデザインし、
日本とフィリピン共和国において実施した。 
 
＜調査対象群＞ 
① フィリピン：理工系学部生群 1500名 
② 日本：理工系学部生群 1500名 
③ 日本：混合学部生群 500 名 

＜調査内容＞ 
質問表は二部構成とし、「自分によく当ては
まる」「どちらかというと当てはまる」「どち
らかというと当てはまらない」「自分には全
く当てはまらない」の四件法で実施した。尚、
科目の嗜好性も気質との関連性があると想
定し、嗜好科目調査も AQ テストと併せて気
質的調査(Part I)に組み込んだ。 

【Part I】気質的調査（計 60 問） 

A－50 問 ＜AQテスト＞ 
健常範囲の知能を持つ成人の自閉的傾向を
測る指標(AQ: Autism-spectrum Quotient)
として、Barron- Cohen ら[9]が作成・標準
化し、若林・東條ら[10]によって邦訳され
た 50 問 

B－10 問 ＜嗜好科目調査＞ 
これまでに学習した科目、又は履修中の科
目について、得意・不得意（又は好き・嫌
い）を問う 10問 

【Part II】認知的資質調査（計 64問） 

C－05 ＜批判的思考力調査＞ 
Pintrich and De Groot (1990)による学習
動機付け尺度 MSLQ(motivated strategies 
for learning questionnaire)の中から，批
判的思考力(critical Thinking)を問う 5問 

D-08 ＜自己効力感調査＞ 
同上 MSLQ の中から、自己効力感(self- 
efficacy)を問う 8 問 

E-09 ＜思考姿勢調査＞ 
Stapleton (2002)がアジアの学生の思考姿
勢の調査に使った 9問 

F-18 ＜批判的思考態度調査＞ 
平山・楠見 (2004)によって作成され，批判
的思考態度尺度調査に使われた質問表(33
項目)の中から抽出した 18問 

G-24 ＜自己制御姿勢調査＞ 
Kruglanskiら(2000)による自己制御形態の
測定 RMQ (Regulatory Mode Questionnaire) 
(30項目)の中から抽出した 24 問 
 

４．研究成果 
AQ(自閉症スペクトラム指数)テストは、健

常範囲の知能を持つ成人の自閉的傾向の個

人差を測定するための自己回答形式の質問
紙であり、臨床的スクリーニングのみならず、
診断と研究の両面で有益であるとされてき
た。Baron-Cohen ら(2001)は、アスペルガー
症候群(AS)/高機能自閉症(HFA)を持つ成人
の AQ スコアが統制群に比べて圧倒的に高い
ことを明らかにし、その得点分布において、
33 点以上獲得した統制群と AS/HFA 群の割合
が約 3% vs 90%であったことから、33点を境
界ポイントとであるとし、障害レベルの自閉
症傾向の目安は 33 点以上であるとした。ま
た、自閉的傾向がないと解釈できるのは 26
点以下であるとした。 

若林・東條ら(2004)は、日本語版を使った
調査でも原版による調査とほぼ同様の結果
が得られており、AQ が有効な尺度であること
が示されたとしている。但し、AQ で 33 点以
上であった人の 58%は日常生活で特に不自由
を示してはおらず、障害とは考えられなかっ
た、と報告している。AQスコアが高得点であ
ることと臨床的な障害を持っていることと
は直接結びつかない。 

以上の AQ 解釈を巡る背景を前提に、本研
究で得られた結果は以下の通りである。 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
表１ AQテスト：気質的(自閉性的)傾向 
 
AQ が 33 点以上ならアスペルガー・高機能

自閉症(HFA)の可能性が高いとされる気質的
傾向調査において、33 点以上が①群(フィリ
ピン・理工系学部生群)と③群（日本・非理
工系学部生群）では限りなく 0%に近い。 

一方、②群(日本・理工学部生群)では約 6%
存在し，これは「統制群で約 3%」という標準
化された数値を大幅に上回る結果である。し
かし、総体的には三群共に統制群と HFA群の
中間に分布し、専攻や地域・文化的な有意差
はみられない。自閉性傾向は理工系学生に特
徴的というよりは、大学生一般にみられる特
徴であるとの結果である。これは、青年期特
有の内閉的傾向が反映されている可能性も
否めな いとする若林・東條らの言及と一致
する。 

嗜好科目調査においては、三群との間に明
確な相違がみられた。ここでは物理/化学、
数学、英語に限定して呈示する。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

表２ 嗜好科目（グレー＝得意; 青＝不得意） 

左から①群、②群、③群の順 

 

②群(日本・理工系学部生群)では、英語を
得意（又は好きな科目である）と回答した者
と不得意と回答した者の割合は 35%：65%であ
った。理工系学部生においては英語に苦手意
識を持つ者が圧倒的に多いという結果であ
る。 

一方，物理/化学や数学になると、得意－
不得意の割合は逆転し、約 70%：30%という結
果であった。英語の[得意 vs 不得意]の割合
を基にした仮説検定値(HT)が物理/化学で
60.96、数学で 50.06 と非常に高く、通常の
仮説域を超えた顕著な逆転現象であること
を示している。 

一方、③群(日本・混合学部生群)において
はこのような逆転現象はみられない。3 科目
ともに[得意 vs 不得意]＝[36％～50％ vs 
50％～64％]で推移し、仮説検定値も 3 以下
と低い。 

更に、①群（フィリピン・理工系学部生群）
においては、予想に反し、英語と物理/化学
及び数学との間に②群程の顕著な逆転現象
はみられなかった。物理/化学や数学に対す
る嗜好性(得意意識)が②群ほど強くない。英
語に対しては、②群における嗜好意識と逆転
した結果であり、得手 vs 不得手がそれぞれ
約 65% vs 35%であった。概して、理数系科目
にはそれほど強くない傾向であり、英語に対
しては違和感が少ないという結果である。 

二国間にみられたこのような相違は、理工
系分野を支える人材と英語によるコミュニ
ケーション能力の差について、多くの示唆が
あるものと思われる。フィリピンにおいては
英語が教育の言語であり、日本とは歴史、言
語、経済等、あらゆる面で異なる環境にある
ことから、注意深い考察が必要となる。特に
Part II のデータの解釈には、複合的な要素
を考慮した考察の必要性があることから、
Part IIに関してはその結論を保留とした。 

本研究が調査対象とした途上国(フィリピ
ン)のデータを分析するにあたり、その複雑
な言語環境が与える影響についての考察の
重要性が浮上した。母語と教育の言語が異な
る場合、思考や研究の能力にどのような影響
があるのか、グローバル化時代の人材を支え

る言語能力に関しての新たな研究テーマが
生まれた。 

 
＜理工系英語教育とコミュニケーション能
力開発への提言＞ 

本調査では、ギーク症候群的気質は理工系
学部生群の特徴としては顕在化しなかった
が、大学生の一般的傾向であることには信憑
性があり、大学におけるコミュニケーション
能力開発のカリキュラムを考えるにあたっ
ての検討要素として有効な結果を得た。 

科目の嗜好性も気質の一端とみることが
できる。グローバル化の時代の担い手として
期待される理工系学部生は、日本においては
英語が不得手・嫌いであるという結果である。
英語苦手意識が強く、かつコミュニケーショ
ンを苦手とする学生に、英語によるコミュニ
ケーシン能力開発が課せられている、という
二重の問題が明らかになったといえる。 

英語に対する苦手意識には様々な要因が
あろうが、英語という言語の構造の知識不足
や学習能力不足の問題ではなく、学習者本人
の努力では統制のできない気質的要素は看
過できない要因とみることができる。 

一方で、日本の理工系学部生群において
「物理/化学や数学では得意意識が高い」と
いう結果は、英語教育について一定の示唆が
あるといえよう。今日、学問分野特化型の ESP 
(English for Specific Purposes)が大学英
語教育の方法として興隆しつつある。本研究
では、英語嫌いという理工系学生の‘気質’
を補う手段として、学生の得意科目である科
学や数学を題材とする理工系 ESP（English 
for Specific Purposes for Science and 
Technology）が効果的であることを提案した。
そこにはギーク症候群的気質が苦手とする
一般的な想像力や柔軟な思考を求めなくと
も、論理だけで理解や説明のできる客観的知
識の体系が明白に存在し、得意科目の基礎知
識が英語に対する苦手意識や不安意識を補
う機能を果たすからである。 

本研究は、ギーク症候群、コミュニケーシ
ョン能力、インクルージョンという三大テー
マを結ぶ課題を設定して遂行し、理工系 ESP
を通して客観的内容を英語で説明する力の
育成を図ることが、コミュニケーション能力
開発一般の萌芽となり得る実践であること
を提言し、国内外の各種学会で発表すると共
に、論文を執筆した。 
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